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本学会の年度は4月1日 より翌年3月31日 迄 とし,本 学会の運営に必要な経費は

経済学部運営費の内より支弁する。

『生駒経済論叢』に掲載された作品から発生する権利(著 作権)は,「 経済学会」

に属するものとする。ただし,『生駒経済論叢』に著作を投稿する執筆者は,冊

子体以外の形でその著作が公開されることを承諾する。なお,執 筆者がみずか ら

執筆 した著作を他の書誌に転載するにあたっては,原 則 として許可するが,別 途
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附 則

この規約は,平 成15年4月1日 より施行する。

この規約の改正は,平 成17年10月1日 から施行する。

この規約の改正は,平 成19年4月1日 から施行する。

この規約の改正は,平 成22年7月21日 から施行する。
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